
 

   ハイライト 

 10月26日 柿の日 

1895年のこの日に正岡

子規が旅先で、有名な柿

の句を詠んだとされるこ

とにちなむ。柿かき「柿

くへば 鐘が鳴るなり 法

隆寺」という句は、正岡

子規が

この時

期に出

かけた

奈良旅

行で詠

まれた

とされ

るも

の。柿が大好物だったと

いう子規は柿にまつわる

多くの句を詠んでいます

が、その中でもっとも有

名な代表作です。 橙色

に色付き、食べ頃を迎え

た柿の実が家々の庭先に

実る風景は、ひと昔前ま

では日本の秋の風物詩で

したが、農村地域では高

齢化と人口減少などで、

食べる人も無く柿も色づ

いたままに、冬鳥がつい

ばんだり、猿に熊などが

里に下りて来るように。

物寂しい風景に変わって

しまい、採る人も無く

なった熟柿に当たらぬよ

うに、木の下を避けて散

歩をするようになった。

昭和の時代風景も遠くな

り、正岡子規の句も今や

ダジャレ言葉に。 
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ナナミちゃんの農事通信 
山梨県北杜市明野町で「雨と風と太陽と」 

「土と人情」に囲まれた。ナナミ

ちゃんの「私、土の子」奮闘記 
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10.24「寒

くないか

い」昼寝の

キキ太に毛

布を掛け。   

1 畑に鹿が!! 

09.30バルコニーの爪

とぎ丸太でハナ。 

 ハクビシンやカラ

スが来るのでトウモ

ロコシ作りは止め、

夏に狸を畑で見かけ

た程度だったのです

が。まさか鹿が畑に

入るとは!! 野菜に被

害が無かったので、

ひとまず安どしていたので

すが。わが家の畑より標高

の高い地域に、ネットで柵

囲いされたブドウ栽培地が

広がり、鹿など獣の餌場が

無くなり、わが家の畑まで

おりて来たのでしょうか?

困ったモノです・・・ 

2 猿も来た!! 

 猪や鹿より始末が悪い猿、集団で移動を

し、柵やネットなども乗り越え、農機具小

屋の樋を外し、味噌用に少しだけ作ってい

た曙大豆や丹波黒豆は食い散らかされ、今

年の味噌作りは出来ないカモ・・・ 

↓夜間点滅をする工事

用灯を杭に取り付け、

肥料空き袋を切って短

冊状に、柵のロープに

縛り付け、鹿がネット

を飛び越えないよう、

カカトト緊急対応。 

↑10.12玉ネ

ギ苗畝にシカ

の足跡!!  

↙10.15友達

が不要になっ

た稲干し用は

ざ掛け三脚支

柱を持って来

てくれた。 

→三脚を解体し支柱を鉄

パイプとして、杭にして

ネットを張り直したが、

ネットも色々なモノを流

用しているので、不完全

な出来栄えですが、これ

でヨシとしたが・・・ 

↙10.22 

猿が来て

人参を抜

き食い散

らかして!!

①全て収

穫した。 

↑青首大根も食い散らかし ↑赤大根は噛ん

で捨て→大根を抜き散らかし。↘大根はネ 

ットを被せた

が、日当たり

が悪くなるの

で成長は望め

ないカモ? 

→安納芋も掘られ

ていたので、全て

掘ったが、今年は

芋の出来は良くな

い、残念・・・ 

→干し柿用の甲州百目柿は

猿が木に登り、先の甘くな

る部分をかじり、投げ捨て

たりで、干し柿に出来るの

は9個、ほぼ全滅に。 

① 
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 わが家の畑だけでは

なく、近隣農家も猿に

手を焼いているらし

い? 顔見知りの猟友会

員の話しでは、爆竹な

どではダメで、狩猟用

パチンコで猿を威嚇

し、山へ追い上げてい

るらしいが、すぐに里

に戻ってしまうらしい。新潟や京都

のブロ友さんからも心配のコメント

が、電気柵などで対応しているらし

いが。わが家では無

理、猿が食べない野菜

に換える? 野菜作りを

やめる?? 過去には玉

ネギを抜かれ食べられ

たが、それから約10

年。どうするか。  

5 十月のお味 

3 秋冬の野菜は 

4 チョコッと骨董 

↑店駐車場の小物類、来店時は「第22回

台ケ原宿市」に向けの品などで面白く。 

10月10日に店に出かけた 「アンティー

ク冬花」山梨県北杜市須玉町若神子

1701-2 ・中央高速道 須玉IC近くの国

道141号線 信号「岩根橋東」脇にある。

気さくな店主と安価な品が魅力。11月の

営業日10日～20日 (水曜日休業) 

↑懐かしい昭和、時代を感じ

るコタツ、中にはアンカ用の

器具が、実用と飾りにも。 

  今年は栗の当た

り年、9月初旬に畑

の早生丹波栗が落

ち始め、下旬には

林の筑波栗が落ち

て、10月初旬に林

畑の丹沢栗が最盛

期に。9月から10

月は毎日?のように

栗ご飯を炊き、10

初旬からは採り貯めた大粒の栗

で渋皮煮。雨の日と夜なべ仕事

で栗を剥き、1㎏の剥き栗で四回

渋皮煮を作りました。今年の猛

暑では、野菜に渋柿は不作で栗

と甘柿は豊作でした。異常気象

はどうにもならず、自然の恵み

に従うのみ。 

↘トトの買い物、小さな猫

張り子3個は\500円。 

↑剥き栗1㎏を2回重曹

で煮てアク抜き、3回目

は水煮で重曹を抜く。 

↑トトがクリクリ坊主で

渋皮に傷つけぬよう鬼皮

を剥き、カカに手渡す。 

↑砂糖を二回に分け、二

度コトコト煮込む。 

↑渋皮煮を瓶詰に保存、

一年を通して楽しむ。 

→煮崩れ

た渋皮煮

はカカト

トお八つ

に、噛め

ばホロホ

ロと口ど

け、ほん

のり渋味

に甘み。 

↑茹で栗の筋や汚れを

丁寧にとり、キレイに

して。 

↑10.21↗手前は長ネギ苗、奥に

玉ネギと赤玉ネギの苗を育てる。       

↑10.21白菜

苗の虫点検、

暑さ続きで蝶

や蛾が飛び、

青虫の卵を葉

に産み付けて

いる。 

↑10.14左にゲンコツ芋畝。隣の畝に

手前から自家採種のワケギ種球 次にニ

ンニク種球をトトが植え。カカは奥か

ら小松菜とノラボウ菜の種を蒔いた。 

↑10.19小松

菜の種が発芽 

↑10.21ブロッコ

リー苗も小さい。 

↑10.21手前に大葉春

菊、奥にホウレン草を育

て、少し収穫を始めたが

毎日収穫は出来ない。 

↑10.22猿に掘られた安

納芋は全て収穫、根を切

り土を落とし家で保存。 

 大きな安納芋は少し↗ 

安納芋2畝 
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